
9:45 開場

10:15 ~ 11:00 文学部 阪口諒 先生
「アイヌ語とその数詞」

11:30 ~ 12:15 理学部 高橋佑磨先生
「多様性の進化論」

午前の部
会場：工学・情報学系講義棟ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝｼｱﾀｰ

13:30

14:00 ~ 14:45
工学部 青木大輔先生

「廃棄プラスチックが肥料に変わ
る！？資源循環の新時代」

模擬講義
タイムスケジュール

午後の部
開場

アイヌ語は、日本の先住民族であり日本の少数民族であるアイヌによって話されてき
た言語です。日本語と地続きで話されてきた言語ですが、日本語とは系統的にまった
く別の言語であり、文法的にも日本語とは似ていません。
アイヌ語を母語とする人の数はごくわずかで、アイヌ語しか話せないという人はいな
い現在、アイヌ語の仕組みをどのように明らかにしていくのか、その一端を、アイヌ
語の数詞を例に解説していきます。

生物の多様性は、一つ一つの生物の種（しゅ）の中にもあります。血液型や利き手、
個性などがその例です。進化の視点から見ると、こうした多様性が存在しつづける理
由は実はそれほど簡単ではありません。
本講義では、多様性とはなにか、多様性はどうやって集団中に共存しつづけるのか、
また、多様性にはどんな機能があるのかを紹介します。

日常生活に欠かせない高分子材料（プラスチック）は、そのほとんどが廃棄されてお
り、材料のリサイクルは10%以下にとどまっています。
本講義では、使用後のプラスチックを肥料として活用する新しいリサイクルシステム
とその将来展望について紹介します。

11:00 開場（各回入替制）
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